





























































究会の報告者とタイトルを示した。また、3 月には連続企画（3 月 20 日、21 日、23 日）と
して、批判的実在論、環境文学、社会生態システム論をテーマとするセッションを行った。 
 
第 1 回研究会（5 月 24 日） 
 市原あかね（金沢大学 エコロジー経済学）「エコロジー経済学入門：熱力学からレジリ
エンス・アプローチへ」 
第 2 回研究会（7 月 20 日） 
 Mammadova Aida（金沢大学 環境教育）「白山麓をフィールドとした白山 BR にかかわ
る大学生への環境教育プログラム」 
 田邊浩（金沢大大学 社会学）「社会学におけるシステム理論の展開」 
第 3 回研究会（8 月 31 日） 
 飯田義彦（国連サステイナビリティ高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・
ユニット 景観生態学）「奈良県吉野山のヤマザクラ集団に関する生物季節学的研究」「白
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山ユネスコエコパーク―人と自然がつぐむ地域の未来へ―」など活動紹介 
 川邊咲子（金沢大学人間社会環境研究科博士課程 文化資源学）”Why do we need 
everyday life heritage? : Toward systematic heritage and museum materials” 
第 4 回研究会（9 月 29 日） 
 盧珺（金沢大学人間社会環境研究科博士課程 コモンズ論）「山西省における『四社五村』
水利自治組織の近代化―技術・経営・宗教に注目した変容過程分析―」 
 市原あかね（金沢大学 エコロジー経済学）「論点整理」 
第 5 回研究会（12 月 19 日） 
 小林重人（北陸先端科学技術大学院大学 複雑系科学・進化経済学）「連帯経済における
コミュニティバンクと住民組織の役割―ブラジル・パルマス銀行を事例として」 
第 6 回研究会：セッション１ 批判的実在論（3 月 20 日） 
 野村康氏（名古屋大学 環境政治学）「批判的実在論：方法論と環境政治学の周辺におけ
る意義」 
 田邊浩（金沢大学 社会学）「Margaret S. Archer の文化の形態生成論」 
第 7 回研究会：セッション２ 環境文学（3 月 21 日） 
 結城正美（金沢大学 環境文学）「文学にみる感覚としてのリスク」 
 大澤善信氏（関東学院大学 社会学）ディスカッサント 
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Ⅳ　地域資源グループの調査・研究活動とその成果
